W ト C リキガク ケイ ニツイテ by カタヤマ, ヨシカズ et al.
Osaka University






















学位授与の日付 昭和 57 年 3 月 20 日
学位授与の要件 学位規則第 5 条第 2 項該当









作用素環の研究では， von N eumann がはじめて以来作用素環にその自己同型群として作用する群が
あるような力学系，そして，それからつくられる接合積が一つの大きな主題となっている。本論文は，
このような力学系，接合積に関して行った研究の結果をまとめたものである。この論文は次の 3 章から
成る。第 1 章条件付き期待値，第 2 章接合積のフーリエ現の同型，第 3 章C*- 力学系について。
第 1 章.Mをフォンノイマン環， G を局所コンパクト群， α を G から Mへの action (即ち， G から M
の自己同型群 Aut(M) の中への連続な準同型写像)とする。これらの三つ組 (M， G ， α) を w*- 力学
系とよび，この力学系に対して， w*- 接合積とよばれるフォンノイマン環GXαMが構成される。第
1 章の主定理は次のようなものである。 I群Gが連結ならばGXαM から Mへの正規な条件付き期待値
は存在しない oJ 群 G が離散群の場合は GXαM から Mへの正規な条件付き期待値が存在し，それがw*­
接合積 GXαM の構造解析に役立った。しかし G が離散群でない場合は正規な条件付き期待値の存在は
不明であった (離散群の場合の方法によっては決して条件付き期待値は構成できない)。この章では
土記の結果を示し， その応用として同じ条件のもとで GXαM が properly inf i nite なフォンノイマン
環であることを示す。
第 2 章・ G， Hを局所コンパクトな可換群とすると，ポントルヤーギンの双対定理により Ll(G) と Ll(H)
がパナハ環として同型であることと G と H が局所コンパクトな可換群として同型であることが同値であ
る o 一方任意の局所コンパクト群G に対してフーリエ環A(G) が定義される (G が可換群のときはA(G)
は Ll(G) とパナハ環として同型になる) 0 そして A(G) と A(H) がパナハ環として同型であることと G と
H が局所コンパクト群として同型であることが同値であることが知られている o またw*- 力学系 (M, 
-530-
G ， α) に対しでもそのフーリエ環 Fα(G; M*) が定義されている。第 2 章に於いては，次の結果を得
た。
(M , G ， α) ， (N , H ， β) を二つのw*- 力学系とすると「そのフーリエ環 Fα(G; M本)とら (H; N*) 
がパナハ環として同型である」ことと「この力学系が同値であるか，あるいは逆同値である」ことが
同{直である。
第 3 章. C*- 力学系(A ， G ， α) に於いて，もし局所コンパクト群G が可換な場合は C九接合積 GXαA
上に双対な action ã が存在する。 G が可換でない場合は双対な action を構成することができない。
けれどもそれに代わるものとして co-action ô が GXαA 上に存在する。本章ではまず， GXαA の C*­
部分環に対してふ不変の概念を導入することにより，本質的スペクトラム nô) を定義する。勿論 G
が可換なときは T(ô) と Connes スペクトラム nã) は一致している。この本質的スペクトラムの応用
として c*-環A が素であることと GXαA がS由素でありかっ T(ô) =G となることが同値であることが
証明される。 G が特にコンパクト群であるときは Connes スペクトラム nâ) (â は 2 回双対 action)
は外部同値な action に関して不変で、あることが示される (T(α) はこの同値に関して不変で、はない)。
そして最後に，フォンノイマン環にコンパクト群がエルゴート的に作用しているときこのフォンノイ
マン環は hyperfinite な IL 型であるという結果を得た。
論文の審査結果の要旨
ヒルベルト空間上の作用素のつくる*多元環であるW申環やC事環に，一つの群が自己同型群として
作用しているとき， w申力学系， c* 力学系と称、せられる。このような群の作用があるときは，これか
ら接合積が定義され，この新しいW事環， C申環と，もとの環，群の性質との関連は，作用素環論の一
つの中心課題である。本論文において，著者は，これに対して，いくつかの新しい知見を与えている口
第 l 章では， w申力学系において，作用する群が連結局所コンパクト群で，作用が外部同型である
とき， w*接合積からもとのW申環への条件付期待値が存在しないことを示している。
第 2 章では， w*力学系に対して定まるフーリエ環に対して，二つのW事力学系の聞の同値関係と，
それらに対応するフーリエ環の同形関係に，互いに対応があることを示している。
第 3 章では， C* 力学系において，接合積上の余作用に関してスペクトルの概念を定義し，その性質
を研究している。そして，この一つの結果として， C牢接合積が素であることと，もとのC串環が素であ
ることに，互いに対応があることを示している。
本研究は， w事力学系， c事力学系に関していくつかの興味ある結果を与えたものであり，この理論
に貢献するところ大きく，学位論文として価値あるものと認める。
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